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[諸言]Ag をゼオライトにドープした Ag 形ゼオライトは、加熱等の処理により強いフォト

ルミネッセンス(PL)を発現する[1]。この材料はレアアースを使用しないため広範な応用が

期待されている。以前の研究で Na-Y ゼオライトに Ag と Cu を共置換した Ag/Cu-Y ゼオ

ライトにおいて、PL 消光が確認され、EXAFS 解析により Ag が発光サイトに配位しても

Cu 水和物の存在自体が PL 消失の原因であると示唆された[2]。これは水分子の存在が PL

発現と密接に関連していることを示している。そこで、Cu-Y, Ag-Yゼオライトを真空中で

加熱することにより水分子を除去し、その過程における PL 挙動の変化および XAFS 測定

による局所構造変化を観察した。これらの結果から、真空加熱過程における PL挙動と Cu, 

Ag周辺の局所構造の関係性を明らかにし、PL発現機構の解明を試みる。 

[実験方法]市販の Na-Y 型ゼオライト[東ソー株式会社製、合成ゼオライト]を脱イオン水で

pH 7付近になるまで洗浄した後、イオン交換を行った。Cu, Agのイオン交換は、それぞれ

硫酸銅、硝酸銀水溶液を使用し、温度 25 ℃で 24時間攪拌を行い、洗浄後大気中で充分に

風乾させた後、500 ℃で 3 時間加熱処理を行い、Cu-Y, Ag-Y ゼオライトを作製した。PL

は、分光蛍光光度計(Ocean Insight 製 Flame)と LED 励起光源 (310 nm, 大興製 DSL-

310S) で測定した。PL・XAFSは、真空装置内に試料を設置し、大気中、真空排気(120分)、

真空中加熱(200℃, 120分)、真空中冷却(120分)、大気導入(30分)というプロセスで測定し

た。 

[結果]Fig.1に(a) Cu-Yゼオライト, (b) Ag-Yゼオライトの励起光 310 nmにおける 2D-PL

スペクトルを示す。(a)Cu-Y ゼオライトでは、大気中で PL は観測されなかった。しかし、

真空排気過程により PLが発現し、真空中加熱過程で PL強度が大幅に増加した。大気導入

後は PL強度が大幅に減少したが、完全に消失することはなかった。(b)Ag-Yでは、大気中

から真空排気過程で PL強度が増加した。その後、真空中加熱で PL強度は減少し、真空中

冷却で再び PL 強度は増加した。大気導入後は真空中冷却から 120 分後の強度から変化せ

ず、真空処理前には戻らなかった。また、XAFS測定により Cu-Y, Ag-Yゼオライトにおい

て各プロセスにおける XAFSスペクトルの変化が観測された。EXAFSによる、Cu, Agの

局所構造は現在解析中であるが、XAFSスペクトルの変化は Cu, Ag周辺の局所構造変化や

水分子の除去に対応すると予想される。これらの結果から、Cu, Ag周辺の局所構造変化お

よび水分子の除去が PL挙動に及ぼす影響を明らかにすれば、PL発現条件を解明できると

期待される。詳細は発表当日に報告する。 

 
Fig.1 2D-PL spectra of (a) Ag-Y, (b) Cu-Y 
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